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 日本共産党湖南地区議員団は、１６日、県南部土木事務所

に対し、各市の道路・河川等の改修要望を行いました。 
 この日、小牧一美議員は、長年の懸案となっている元町自

治会地先を流れる「守山川」のヨシの雑草対策、赤野井湾の

水質浄化・水草対策について、その解決にむけた県の考え方

を質しました。ふれあい公園裏の守山川は、大人の背丈にも

なるヨシが生い茂り、毎年地元の自治会がその対応に苦慮し

ています。現地の写真を示しながら実情を説明する小牧議員

に、応対した県河川課長は「現地を確認して、すぐに刈り取

る。根こそぎ除去など、根本的な解決ができないか地元と協

議する」と答えました。また、赤野井湾の水質対策について

は、「第６期保全計画の中で流入河川の水質調査を行ってい

る。引き続き赤野井湾水質悪化のメカニズムの解明も行って

いく」と答えました。他市からの河川管理の要望に対しても、

積極的な意気込みが示されるなど、多くの成果が実感できる

交渉となりました。松葉栄太郎日本共産党守山市くらし対策

責任者も同席しました。 
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核廃絶と世界平和を求め、全国から広島まで歩き続ける「平和行進」が１９

日（日）野洲から守山入りしました。守山市役所では、約６０人の参加者を職

員が出迎え、総務部井入次長が市長からの激励メッセージを代読されました。

守山市が平和市長会議に加盟したことや、核廃絶請願署名に宮本市長が賛同署

名されたことなどが報告され、ペナントも託されるなど参加者を励ましました。

 


